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防衛庁は自国を守るため、常にサーバーの保守と監視をしている。
監視員が、異変に気付く。画面に、真っ赤なWarningの文字が浮かんだ。
「天草長官、何ものかが防衛庁のホームページへ侵入してきました」
天草は、オールバックで生真面目な男。
「吉永通信士、どうした？」
吉永は、オタク系で白い肌をしていた。天草に報告する。
「わかりません、チョイス国からのハッキングのようです」
「いつものように防衛しておくように」
ブロック機能オン。
画面に文字が表示された。違法な妨害行為をブロックします。
「……」
予想とは違う結果が返信される。制御機能が失われました。
「天草長官、ブロックできません」
「何？」
ブォーン、警報が鳴り響いた。
「申し上げます。品川サーバーにある防衛庁第一防衛ライン突破されました」
長官は、秘書を呼び寄せる。
「秘書の山寺くん」美人秘書の山寺がよばれた。山寺は、パーマのかかったブロンドヘアーが印象的だ。
「はい」
「内閣に、取り急ぎ連絡せよ」
「かしこまりました」
秘書から総理大臣へ、防衛庁第一防衛ライン突破の知らせが入った。
内閣総理大臣田野枝は、緊急会議を開く。田野枝のスーツは、のりがしっかり決まっている。胸の菊章が誇らしげだ。時折、バーコード頭が目立つ。
「防衛庁を最大支援する。みなさん、異存はないですね？」
「……」
緊急会議は、支援するに満場一致で可決した。
田野枝は、自ら命令を下した。
「日本アンチウィルス社の、黒木を呼べ」
日本アンチウィルス社は、対ハッキング、対ウィルスに対してスペシャリストの会社だった。
「黒木社長ですね」
「いかにも」黒木の目の下のくまは深い。黒木は、不眠症である。
「田野枝です」
「総理大臣が何のご用でしょう」
「手短に話します。防衛庁が、チョイス国からのハッキングを受けております」
「それで？」
「敵は一個人ではありません、恐らく、国家単位です。お力を貸していただけませんか」
「よろしいお受けしよう」

黒木は、パソコン三台を同時に操る。IPアドレスをたどって、戦場へ駆けつけた。
「天草長官、日本アンチウィルス社の黒木から、援軍がきました」
「おお、あの黒木か」
「制御不能におちいっていた。品川サーバーで押し返しています」
「すごい、真っ赤な回線が、日本の青色に戻っていく」
「新手です！」
「これは……。IPアドレス盗賊、アノニハム」
「敵は、世界の精鋭たちだというのか」
「アノニハムから品川サーバへ、ウィルス攻撃が掛けられました」
「ネットテロ行為……」
「黒木の回線切断されました」
「焼き切ったとでも？」
「おそらく、アクセスを集中連打して、処理を重くしたのでしょう」
「なんてことだ」

黒木の一番パソコンが煙を噴き出した。
「く……、オーバークロックが仇となったか」
黒木は残りの二台のパソコンで奮闘した。
「まだだ、まだやれる」
高速タイピングで、補修プログラムを連発する。

　プツン、突然防衛庁の電灯と電化製品は全てオフになった。
「こんな時に停電とは」
「？」
「山寺、懐中電灯をもってこい」
「すぐに」
スポット的に、手元が明るくなった。
「山寺、メンテナンス係を呼べ」
「かしこまりました」

「防衛庁からの回線が途絶えた……」
黒木は、手が止まった。
「負けを認めたとでも言うのか」
黒木は、少しの間、気をとられた。
「回線が赤い色に飲み込まれていく」
「しまった」

やっと、メンテナンス係が到着し、配電盤を覗いた。
「お待たせしやした」
「さっさとしろ」
「あれま、こりゃいけねえ」
配電盤にはガムが詰まっており、メンテナンス係は、それを取り除いた。
再び、防衛庁の電灯と電化製品はオンになった。室内に光りが戻る。
「もう大丈夫だ」
「再起動！」
天草長官と部下たちは、パソコンの再起動を急いだ。山寺は、気を利かせた。
「天草長官、コーヒーをお持ちします」
「ありがとう」
山寺は、事務室に戻ると、人数分のコーヒーを沸かした。

「この俺が負けるとは」
黒木のパソコンは、とうとうウィルスに二台とも侵された。
待機画面が、裸の女性と訳のわからない動画が流れている。
「アノニハムめ……」
黒木は、悔しさの余り机に突っ伏した。日本アンチウィルス社のサーバーはダウンした。

　「天草長官、東京サーバー防衛庁第二防衛ライン突破されました」
「なんてことだ……」
「黒木のパソコンが、破壊されたようです」
「山寺くん」
「どうぞ」
山寺は、長官に携帯電話を差し出した。
「二十四時間、いつでも内閣へ電話を繋げます」
「ご苦労」
天草は携帯を受け取った。
「天草です、田野枝総理、黒木は絶命しました」
「京をおねがいします」
「京か……」
「京です」
「京には、日本の未来研究を託してある」
「田野枝総理、負ければ未来もありません。どうかお願いします」
「できる限り、防衛に使いたくなかったが……」
「お願いします！」
「わかった。今は国家の一大事、京をぶつけよう」

田野枝は、国立中央研究所へ連絡した。南北は、めんどうくさそうに電話に出た。
「もしもし南北博士、田野枝です」」
「田野枝総理どうしました？」南北は、白髪頭で白衣をきていた。
「防衛庁が、チョイス国からのハッキングとアノニハムからウィルス攻撃を受けています」
「京で、日本国を防衛して下さい」
「そりゃ大変だ」
南北は電話を切った。
「今日はオフの予定だったのに。仕方がない、スーパーコンピューター京起動」
赤いレバーを手前に倒した。
日本の科学技術を結集して開発されたコンピューター。普段は、地球の環境温暖化、DNA解析、新薬開発を担当している。１秒間に１０ペタフロップスの浮動小数点演算が可能である。
「さあ見せておくれ。私の子供、京よ！」
光ファイバーに乗って、京の電波通信が始まった。

「さすが京ですね」吉永の口元が緩んだ
「これが京の力なのか」天草は、青いラインに塗り替えられ目を見張った。
「アノニハム、完全に沈黙しました」
「天草長官、東京サーバー防衛庁第二防衛ライン修復完了しました」
「恐ろしいほど、超大容量、超高速です」
「そうか、わしにも見えておる」
「品川サーバー防衛庁第一防衛ラインに、戦場は移りました」
「京頑張れ！」
「チョイス国と京の一騎打ちです」
山寺は、無表情だった。
「ふん……」
間もなく勝敗が決した。
「京、チョイス国、ハッキング部隊殲滅しました」
「なんという処理の速さ」
「品川サーバー防衛庁第一防衛ライン修復中です」
「日本は助かったのだな」
天草と吉永は、硬い握手を交わした。

田野枝は、目に涙を浮かべた。
「京ありがとう」

　南北は京を称賛した。
「親が思うよりも、子どもの成長は早いな」

吉永は、うろたえた。
「ああ！」
「吉永通信士、何が起こったというのだ？」
「品川サーバー防衛庁第一防衛ライン修復中止」
「天草長官、新手です」
「こんな時に」
「超大国メリアンが、京に衛星伝送から攻撃をかけています」
「超大国メリアンならば、宇宙技術も進んでいる。衛星からピンポイントでアクセス攻撃も可能だろう」
二人は、国立中央研究所の中継映像を見ながら祈った。
「負けてはならぬ」
「京も必死に抵抗しています」
「そうだ、踏みとどまれ」

南北は、京を見守っていた。
チカチカと、LED照明はオレンジ色の光を点滅させていた。
「いい子だ。それでいい」
突然、LED照明は、レッド色に点滅する。Error12。
「エラー！」
南北は、故障のログ解析を急ぎ、キーボードを打ちこむ。
「京が攻撃を受けている……」
Error32、予期せぬプログラムが起動されました。再起動してください。
「強制終了……」
南北の表情は、ブラックホールのように暗かった。

「天草長官、スーパーコンピューター京、通信途絶えました」
「日本はもう終わりだ」
防衛庁は、空気がフリーズした。
「東京サーバー防衛庁第二防衛ライン突破されました」
「浦安サーバー防衛庁最終防衛ラインに、画面切り替わります」
「私が手動で、命を賭す覚悟です」
「どういうことだ？」
「今まで秘密にしていましたが、私は」
「は？」
吉永はポケットから黄金のカギを出し、パソコンのカギ穴に差した。
「ジャパニーズネットキーパーです」天草は、すごく驚いた。
「この国のネット環境は、私が作りました。説明は後でします。一分一秒が命取りです」
「吉永頼むぞ……」
「立法、行政、司法すべてのコンピュータと接続しました。これで数字上は、処理速度と容量に関して京を凌駕します」
天草から感嘆の声が上がる。
「すごい」
「力の分散から集中へ。衛星のコントロールを奪います」
さっきまでの吉永とは、別人みたいに瞳の色と輝きが違った。
「そして、逆にこちらから攻撃を仕掛けるのです」
「攻撃は最大の防御か」
衛星からのアクセス攻撃が止んだ。衛星が、青色に上書きされていく。
「後もうちょっとだ」
吉永は、一呼吸置き、満杯のコーヒーを飲み干した。
「うっ」
吉永は、ゴロンと椅子ごと床に倒れた。
「吉永？」
床が、吉永の血で汚れる。
電光掲示板に、メッセージが流れた。
浦安サーバー防衛庁最終防衛ライン突破されました。
天草の耳に、心の痛い言葉が続いた。
警視庁サーバーダウン。
消防庁サーバーダウン。
内閣、国家機密文書漏洩。
最高裁判所、データ消失。
日本銀行、決済転送解除。
民間銀行、取引停止。
東京市場、株式為替取引中止。
火力発電所、水力発電所、原子力発電所電源供給停止。
「内部のスパイ……」
天草は、山寺をにらみつけた。
「山寺、お前の仕業か」
山寺は、ずれた眼鏡を指で元の位置に戻した。
「少々、気付くのが遅かったですね」
日本は、敗戦国となった。
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